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る
佐さ

か香
神
社
（
通
称
松
尾
神
社
）
が
あ
り
、

全
国
で
も
数
少
な
い
酒
造
り
が
許
可
さ
れ

て
い
る
珍
し
い
神
社
で
あ
る
。
日
本
書
紀

や
出
雲
国
風
土
記
に
は
古
く
か
ら
日
本
酒

と
の
深
い
関
係
が
記
さ
れ
て
お
り
、
島
根

県
は
「
日
本
酒
発
祥
の
地
」
と
言
わ
れ
て

い
る
（
日
本
ブ
ド
ウ
・
ワ
イ
ン
学
会
誌
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㈱
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー

社
長
岡
良
美
、
巻
頭
随
想
に
よ
る
）。

ワ
イ
ン
に
つ
い
て
も
、
島
根
県
は
古
い

歴
史
が
あ
る
。
ブ
ド
ウ
栽
培
の
歴
史
は
古

く
、
慶
応
年
間
（
明
治
の
直
前
）
に
浜
田

市
で
甲
州
を
植
え
た
記
録
が
あ
る
。
ワ
イ

ン
醸
造
は
明
治
３
年
（
１
８
７
０
年
）
に

藤
村
雅
蔵
が
フ
ラ
ン
ス
人
の
指
導
を
受
け

て
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
で
赤
ワ
イ
ン
を
試
験
醸
造

し
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
島
根

県
は
山
梨
県
と
同
様
、「
日
本
ワ
イ
ン
醸

造
の
起
源
」
と
い
え
よ
う
（
先
述
、
日
本

ブ
ド
ウ
・
ワ
イ
ン
学
会
誌
）。

㈱
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
出
雲
市
）
を
訪

問
し
た
。島
根
経
済
連
の
子
会
社
で
あ
り
、

農
協
系
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
あ
る
。
１
９
５

７
年
創
業
。
島
根
県
で
は
養
蚕
不
況
を
経

た
桑
園
の
転
作
作
物
と
し
て
ブ
ド
ウ
栽
培

が
奨
励
さ
れ
、
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
・
加
温
栽

培
（
ハ
ウ
ス
栽
培
）
で
の
早
期
出
荷
で
全

国
有
数
の
ブ
ド
ウ
産
地
に
な
っ
た
（
現
在

も
デ
ラ
ウ
ェ
ア
の
有
名
産
地
で
あ
る
）。

ワ
イ
ン
醸
造
も
、
生
食
用
出
荷
基
準
に
満

た
な
い
物
の
加
工
利
用
と
し
て
始
ま
り
、

神
話
の
国
・
島
根
県
出
雲
の
ワ
イ
ナ

リ
ー
を
訪
れ
た
。
春
ま
だ
浅
い
２
月
中
旬

で
あ
っ
た
が
、
田
ん
ぼ
の
畔
は
草
が
青
み

を
帯
び
て
い
た
。
出
雲
は
案
外
暖
か
い
の

で
あ
ろ
う
か
。

１
年
前
ま
で
、
島
根
県
で
ワ
イ
ン
が
造

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
博

学
多
才
に
縁
遠
い
と
い
う
か
、
浅
学
非
才

の
悲
し
さ
。
し
か
し
、
想
い
起
せ
ば
、
島

根
は
神
話
の
国
、
酒
の
歴
史
が
古
い
地
域

で
あ
る
。
島
根
県
に
も
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
で
金
賞
を
取
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
あ
る
。

島
根
県
は
神
話
の
国
で
あ
る
。
出
雲
市

に
は
酒
造
り
の
神
で
あ
る
久く

斯す

之の

神か
み

を
祀
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叶 芳和

テ
ロ
ワ
ー
ル
（
自
然
条
件
）
が
悪
い
の
に
、
な
ぜ
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
金
賞
が
取
れ
た
の
か
。
出
雲
地
方
は
降
水
量

が
多
く
、
ブ
ド
ウ
の
適
地
で
は
な
い
。
技
術
が
不
利
な
条
件
に
打
ち
勝
っ
た
の
だ
。
技
術
が
自
然
に
代
替
す
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
条
件
不
利
地
域
の
参
入
が
増
え
、
長
期
的
に
は
産
地
間
競
争
が
活
発
化
し
よ
う
。
技
術
は
独
占
を
破
る
。

条
件
不
利
乗
り
越
え
金
賞
ワ
イ
ン

技
術
は
自
然
に
代
替
す
る

㈱
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
（
島
根
県
出
雲
市
）

日
本
ワ
イ
ン
比
較
優
位
産
業
論
　
現
地
ル
ポ
　
第
15
回

農業は

になった！

先進国型産業

35
１

島
根
県
に
酒
の
歴
史
あ
り

―
―
日
本
ワ
イ
ン
も
う
ひ
と
つ
の
起
源
の
地
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イ
ン
原
料
に
回
さ
れ
て
き
た
の
で
、
ハ
ウ

ス
栽
培
や
雨
よ
け
栽
培
が
慣
行
で
あ
り
、

雨
の
被
害
は
防
げ
て
い
る
。
ま
た
、
高
品

質
ワ
イ
ン
を
狙
っ
て
、
奥
出
雲
の
山
間
地

に
自
社
畑
を
設
け
て
い
る
が
（
横
田
ヴ
ィ

ン
ヤ
ー
ド
、
２
０
０
８
年
開
設
）、
こ
こ

は
雨
よ
け
栽
培
の
ほ
か
、
水
は
け
を
よ
く

す
る
た
め
暗
渠
排
水
を
導
入
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、自
然
条
件
は
不
利
だ
が
、

技
術
に
よ
っ
て
条
件
不
利
を
克
服
し
て
い

る
。
気
温
等
は
他
産
地
に
比
較
し
て
劣
後

は
な
い
。
凝
縮
し
た
ブ
ド
ウ
を
得
る
の
に

必
要
な
昼
夜
の
寒
暖
差
も
出
雲
９
・
７
℃
、

横
田
11
・
１
℃
と
大
き
い
。

以
来
、
60
年
余
の
歴
史
が
あ
る
。
農
協
系

の
故
、
原
料
調
達
を
巡
る
諸
問
題
が
鮮
明

に
表
面
化
し
て
き
た
。

降
水
量
多
く
条
件
不
利

同
社
の
商
品
「
島
根
わ
い
ん
縁え
ん

結む
す
び

甲
州

２
０
１
８
」
は
、
日
本
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー

ル
２
０
１
９
で
「
金
賞
・
部
門
最
高
賞
」

を
獲
得
、
そ
の
前
年
も
２
０
１
７
ビ
ン

テ
ー
ジ
で
銀
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
ワ
イ

ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
数
々
の
入
賞
を
果
た
し

て
い
る
。
テ
ロ
ワ
ー
ル
が
悪
く
条
件
不
利

と
み
な
さ
れ
て
き
た
島
根
の
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
、
山
梨
、
長
野
な
ど
先
進
地
域
と
競
争

で
き
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
無
名
の
島
根

ワ
イ
ン
の
金
賞
受
賞
は
、
ブ
ド
ウ
の
適
地

と
は
何
か
を
考
え
さ
せ
る
。

出
雲
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
は
ブ
ド
ウ
栽
培
に

必
ず
し
も
適
さ
な
い
。
ブ
ド
ウ
は
雨
が
大

敵
で
あ
る
。
表
１
は
主
要
な
ワ
イ
ン
産
地

の
気
象
条
件
の
比
較
で
あ
る
。
生
育
期
間

４
～
10
月
の
降
水
量
（
月
平
均
）
は
、
山

梨
県
勝
沼
１
２
１
㎜
、
長
野
県
塩
尻
桔

梗
ヶ
原
（
松
本
）
１
１
３
㎜
、
同
千
曲
川

バ
レ
ー
（
上
田
）
１
０
１
㎜
、
北
海
道
余

市
99
㎜
に
対
し
、
出
雲
は
１
６
０
㎜
で
あ

り
、
雨
が
多
い
。
出
雲
は
良
質
の
ブ
ド
ウ

を
得
る
に
は
自
然
条
件
は
不
利
で
あ
る
。

し
か
し
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
場
合
、
も

と
も
と
生
食
用
ブ
ド
ウ
の
非
規
格
品
が
ワ

周
藤
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド（
出
雲
市
大
社
町
）

代
表
の
周
藤
博
氏
（
65
歳
、
建
設
会
社
定

年
後
就
農
）
に
お
会
い
し
た
。
島
根
ワ
イ

ナ
リ
ー
専
属
栽
培
。
金
賞
受
賞
「
島
根
わ

い
ん
縁
結
甲
州
２
０
１
８
」
は
周
藤
氏
の

ブ
ド
ウ
で
あ
る
。

「
部
門
最
高
賞
」
は
各
部
門
の
金
賞
受
賞

ワ
イ
ン
の
中
で
最
も
高
得
点
の
ワ
イ
ン
に

授
与
さ
れ
る
。
甲
州
部
門
の
金
賞
は
４
銘

柄
あ
っ
た
が
、島
根
の「
縁
結
甲
州
」は“
部

門
最
高
賞
”
を
得
た
。
最
高
賞
に
山
梨
県

以
外
の
ワ
イ
ン
が
選
ば
れ
た
の
は
初
め
て

で
あ
る
（
注
：
日
本
固
有
種
「
甲
州
」
の

故
郷
は
山
梨
県
で
あ
り
、
甲
州
の
95
％
は

山
梨
県
産
。
山
梨
県
関
係
者
の
衝
撃
は
大

き
か
っ
た
よ
う
だ
）。
ま
た
、「
縁
結
甲
州
」

の
価
格
は
１
５
５
０
円
で
あ
る
が
、
金
賞

と
同
時
に「
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
賞
」

も
受
賞
し
た
。

「
縁
結
甲
州
２
０
１
８
」
の
生
産
量
は
３

３
０
０
～
３
５
０
０
本
に
過
ぎ
な
い
。
８

月
初
め
に
金
賞
受
賞
が
発
表
さ
れ
た
ら
瞬

間
蒸
発
し
た
（
１
か
月
で
在
庫
ゼ
ロ
）。

周
藤
氏
の
経
営
規
模
は
、
甲
州
30
ａ
、

デ
ラ
ウ
ェ
ア
14
ａ
、
計
44
ａ
の
小
規
模
で

あ
る
。
父
の
代
か
ら
両
品
種
を
栽
培
し
て

き
た
（
近
い
将
来
、
甲
州
に
一
本
化
の
予

定
）。
甲
州
の
栽
培
地
は
田
ん
ぼ
を
埋
め

立
て
た
畑
で
、
上
の
方
に
砂
を
多
く
し
て

い
る
。
水
は
け
が
良
い
、
水
持
ち
も
よ
い

2

島
根
か
ら
甲
州
の
金
賞
ワ
イ
ン

―
―
収
穫
適
期
を
探
る
た
め
三
日
置
き
に
チ
ェ
ッ
ク

と
の
こ
と
（
田
ん
ぼ
の
埋
立
畑
の
ブ
ド
ウ

で
金
賞
ワ
イ
ン
が
取
れ
た
の
は
注
目
に
値

す
る
）。甲
州
は
ハ
ウ
ス
栽
培
、棚
仕
立
て
、

単
収
は
１
８
０
０
㎏（
30
ａ
で
５
・
６
ｔ
）。

糖
度
16
度
。

金
賞
ワ
イ
ン
の
栽
培
管
理
は
ど
う
だ
っ

た
か
。
周
藤
氏「
以
前
は
10
ａ
当
た
り
２
・

３
ｔ
と
っ
た
が
、
今
は
１
・
８
ｔ
に
減
ら

し
た
」「
今
は
ワ
イ
ナ
リ
ー
側
と
ワ
ン
チ
ー

ム
に
な
っ
て
相
談
し
な
が
ら
作
っ
て
い

る
」「
糖
度
よ
り
酸
の
切
れ
を
重
視
。
糖

度
は
少
し
低
く
な
っ
て
も
構
わ
な
い
」「
収

穫
時
期
を
早
め
、
色
が
少
し
青
い
時
に
収

穫
し
た
」。
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
栽
培
担
当（
藤

原
和
彦
氏
）
の
指
導
で
収
穫
期
を
決
め
て

い
る
と
い
う
。
な
お
、
畑
の
中
で
は
除
草

剤
は
撒
か
な
い
と
い
う
。

指
導
し
た
藤
原
氏
の
話
に
よ
る
と
、
金

賞
ワ
イ
ン
の
ブ
ド
ウ
は
９
月
初
旬
に
収
穫

し
た
。
従
来
の
収
穫
は
９
月
下
旬
、
半
月

早
ま
っ
た
。
藤
原
氏
「
８
月
下
旬
か
ら
、

適
期
を
探
る
た
め
、
三
日
置
き
に
チ
ェ
ッ

ク
し
た
。
糖
度
、
酸
、㏗
の
３
項
目
」「
周

藤
さ
ん
の
畑
の
ブ
ド
ウ
は
昔
か
ら
良
い
香

り
が
し
て
い
た
。
10
年
位
前
か
ら
、
今
の

よ
う
な
指
導
し
て
き
た
」（
注
）。

こ
の
よ
う
に
、収
穫
適
期
を
探
る
た
め
、

綿
密
な
工
程
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
綿

密
な
栽
培
管
理
が
金
賞
に
つ
な
が
っ
た
と

言
え
よ
う
。ち
な
み
に
、島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー

は
原
料
用
に
甲
州
を
１
１
０
ｔ
調
達
し
て

い
る
が
、
上
述
の
よ
う
な
収
穫
適
期
の
指

出雲 横田 勝沼 松本 上田 余市

降水量（㎜） 159.5 160.5 121.3 112.7 101.5 99.0 

平均気温（℃） 20.0 18.2 19.9 18.3 18.4 14.6 

日最高気温（℃） 24.9 24.1 26.1 24.6 24.9 19.5 

日最低気温（℃） 15.2 13.0 15.3 13.2 13.5 9.6 

昼夜の寒暖差 9.7 11.1 10.8 11.4 11.4 9.9 

日照時間（時間） 178.6 161.9 173.7 179.0 182.1 169.9 

表１：気象条件の比較（生育期間４～10月、産地別）

注：気象庁データ。1981 ～ 2010年平均。



29 農業経営者 2020 年 4 月号

農業は先進国型産業になった！
日本ワイン比較優位産業論　現地ルポ　第15 回
条件不利乗り越え金賞ワイン 技術は自然に代替する35

導
は
周
藤
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
（
甲
州
30
ａ
、

５
・
６
ｔ
）
だ
け
で
あ
る
。

注
：�
酸
を
重
視
し
収
穫
時
期
を
早
め
る
の
は
、

シ
ャ
ト
ー
・
メ
ル
シ
ャ
ン
の
「
き
い
ろ
香
」

の
理
論
と
同
じ
で
あ
る
が
、
藤
原
氏
に
よ

る
と
「
う
ち
は
メ
ル
シ
ャ
ン
の
よ
う
に
香

り
を
分
析
で
き
な
い
の
で
、
酸
の
切
れ
を

重
視
し
て
い
る
」。「
き
い
ろ
香
」
理
論
に

つ
い
て
は
本
誌
19
年
４
月
号
拙
稿
参
照
。

高
齢
者
は
生
食
用
か
ら
加
工
用
に

金
賞
を
取
っ
た
周
藤
氏
は
「
励
み
に
な

る
」
と
言
う
。
頑
張
っ
た
か
ら
金
賞
！
な

の
で
あ
る
。
周
藤
氏
に
と
っ
て
、
問
題
は

ブ
ド
ウ
の
価
格
で
あ
る
。
生
食
用
ブ
ド
ウ

は
１
㎏
当
た
り
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
１
３
０

０
円
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は
３
０
０

０
円
で
あ
る
の
に
対
し
、
加
工
用
は
１
９

０
円
（
甲
州
、
16
度
）
で
あ
る
。
今
年
の

価
格
交
渉
で
は
、
少
し
色
を
付
け
て
も
ら

え
る
と
期
待
し
て
い
る
。
周
藤
氏
の
現
状

は
、
経
営
規
模
44
ａ
、
粗
収
入
２
０
０
万

円
で
あ
る
。
10
ａ
当
た
り
45
万
円
だ
。

生
食
用
で
は
粗
収
入
７
０
０
～
８
０
０

円
に
な
る
（
80
ａ
規
模
）。
10
ａ
当
た
り

１
０
０
万
円
、
加
工
用
の
２
倍
以
上
だ
。

し
か
し
、
生
産
者
は
高
齢
化
す
る
と
、
手

間
の
か
か
る
生
食
用
は
で
き
な
く
な
り
、

離
農
問
題
が
生
じ
て
く
る
。
周
藤
氏
の
若

い
頃
（
30
年
前
）
は
、
会
社
勤
め
を
辞
め

て
ブ
ド
ウ
栽
培
に
参
入
す
る
人
が
い
る
ほ

ど
だ
っ
た
が
、
近
年
は
む
し
ろ
離
農
が
多

く
な
っ
て
い
る
（
80
％
は
後
継
者
が
い
な

い
）。周

藤
氏
は
「
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
ぶ
ど
う

部
会
」
の
原
料
ブ
ド
ウ
部
長
で
あ
る
。
出

雲
地
区
の
契
約
栽
培
者
は
11
戸
あ
る
が
、

島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
生
産
規
模
は
、
日

本
ワ
イ
ン
30
万
本
、甘
味
果
実
酒
25
万
本
。

比
較
的
大
規
模
だ
。
甘
味
果
実
酒
は
市
場

の
縮
減
傾
向
が
続
い
て
お
り
（
全
国
消
費

量
は
１
９
７
０
年
27
千
㎘
、
85
年
20
、
２

０
１
８
年
10
と
減
少
）、
同
社
の
生
産
も

減
少
し
て
い
る
。
一
時
は
７
対
３
で
甘
味

果
実
酒
が
多
く
同
社
の
収
益
を
支
え
て
い

た
が
、
今
や
ワ
イ
ン
の
方
が
多
い
。

ワ
イ
ン
は
国
産
ブ
ド
ウ
１
０
０
％
の

「
日
本
ワ
イ
ン
」
だ
け
で
あ
る
。
国
産
ブ

ド
ウ
を
年
３
０
０
ｔ
使
用
し
て
い
る
が
、

自
社
畑
で
供
給
で
き
る
の
は
10
ｔ
未
満
で

あ
る
。
自
社
畑
の
割
合
は
約
３
％
に
過
ぎ

な
い
。
そ
の
ほ
か
は
契
約
栽
培
（
約
19​

ha
）
２
３
０
ｔ
、
農
協
経
由
購
入
60
ｔ
で

あ
る
。
契
約
栽
培
園
へ
の
依
存
度
が
高
い

（
表
２
参
照
）。
ち
な
み
に
、
契
約
栽
培
は

約
50
戸
に
上
る
。
益
田
市
16​

ha
（
25
戸
）、

出
雲
市
１
・
67​

ha
（
15
戸
）、
安
来
市
１
・

19​

ha
（
10
戸
）
で
あ
る
。

30
万
本
も
生
産
し
て
い
る
の
で
、
銘
柄

は
多
い
。「
葡
萄
神
話
」
シ
リ
ー
ズ
、「
縁

結
」
シ
リ
ー
ズ
、「
横
田
」
ブ
ラ
ン
ド
、等
々

が
あ
る
。
主
力
品
は
「
葡
萄
神
話
」
で
、

７
２
０
㎖
１
１
０
０
円
（
税
別
）、
一
番

安
い
。
こ
の
主
力
品
が
全
体
の
３
分
の
１

を
占
め
る
。
大
量
生
産
銘
柄
で
あ
る
か

ら
、
低
廉
な
価
格
を
設
定
し
て
い
る
。
逆

に
、
自
社
畑
の
横
田
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の
高

品
質
ブ
ド
ウ
で
造
る
ワ
イ
ン
は
、
フ
ラ
ッ

グ
シ
ッ
プ
ワ
イ
ン
と
し
て
高
価
格
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。「
横
田
シ
ャ
ル
ド
ネ
」（
白
）

は
３
５
０
０
円
、「
横
田
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー

ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
」（
赤
）
は
４
５
０
０
円
で

あ
る
。
数
量
限
定
醸
造
、
赤
・
白
合
わ
せ

て
２
５
０
０
～
３
０
０
０
本
と
少
な
い
。

金
賞
を
取
っ
た
「
縁
結
」
シ
リ
ー
ズ
は
、

１
５
５
０
～
１
８
０
０
円
。
高
品
質
ブ
ド

う
ち
10
戸
は
生
食
・
加
工
兼
業
で
あ
る
。

後
継
者
難
で
辞
め
て
い
く
人
に
は
、
デ
ラ

ウ
ェ
ア
の
加
工
用
に
参
入
を
勧
め
て
い
る

と
い
う
。

3

農
協
系
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
経
営
概
要

―
―
生
産
者
減
少
、
輸
入
原
料
を
使
え
な
い
ジ
レ
ン
マ

ウ
だ
け
を
選
ん
で
造
っ
た
「
こ
だ
わ
り
」

商
品
で
あ
る
。

ブ
ド
ウ
生
産
者
と
「
賃
上
げ
」
交
渉

島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
森
正
幸
常
務
に
経

営
方
針
を
お
聞
き
し
た
。
今
ま
で
の
ワ
イ

ナ
リ
ー
訪
問
と
は
違
い
を
感
じ
た
。
小
規

模
な
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
問

す
る
と
、
ワ
イ
ン
哲
学
が
シ
ャ
ワ
ー
の
よ

う
に
降
り
注
い
で
く
る
が
、
そ
れ
が
な

く
、
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ク
な
説
明
で
聞
き
や

す
か
っ
た
。
ま
た
、
ブ
ド
ウ
生
産
者
と
の

価
格
交
渉
を
控
え
て
、春
闘
の
「
賃
上
げ
」

を
想
わ
せ
る
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
何
と
な

く
、「
会
社
」
を
感
じ
た
。

同
社
の
一
番
の
課
題
は
、
原
料
確
保
対

策
の
よ
う
だ
。
原
料
用
ブ
ド
ウ
が
不
足
し

て
い
る
の
だ
。
今
、
二
つ
の
事
態
が
進
行

し
て
い
る
。
一
つ
は
生
産
者
の
高
齢
化
が

進
み
（
70
代
が
多
い
）、
離
農
が
増
え
て

い
る
。
も
う
一
つ
は
、
ブ
ド
ウ
価
格
の
引

き
上
げ
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
甲
州
品
種
は

現
状
１
㎏
１
９
０
円
（
糖
度
16
度
基
準
）、

デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
１
０
０
円
で
あ
る
が
、
こ

れ
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い

る
。
実
際
、
日
本
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム
で
需
要

が
伸
び
、
品
不
足
の
た
め
、
全
国
的
に
ブ

ド
ウ
価
格
は
上
昇
局
面
に
あ
る
。
山
梨
県

勝
沼
は
こ
れ
よ
り
数
十
円
高
い
。
一
部
に

は
高
品
質
で
あ
れ
ば
、
３
０
０
円
、
５
０

０
円
で
取
引
さ
れ
て
い
る
。

金
賞
を
取
っ
た
周
藤
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
の

 面積(a）  収穫(t)
自社畑 137 8.9
　大社ヴィンヤード 50 3.4
　横田ヴィンヤード 54+33 5.4
契約栽培 1,885 230
　出雲 167
　安来 119
　益田 1,599
農協経由(デラウェア） … 60
ワイン用合計 … 300
参考:甘味果実酒用デラウェア 20?

表２：ワイン醸造用ブドウの調達方法

出所：島根ワイナリーから筆者ヒヤリング。
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ブ
ド
ウ
も
１
㎏
１
９
０
円
で
あ
り
、
今
年

は
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
ろ

う
。
森
常
務
に
は
、
人
手
不
足
下
の
賃
上

げ
交
渉
に
臨
む
経
営
者
の
姿
が
あ
っ
た
。

今
年
は
、「
製
品
価
格
と
原
料
ブ
ド
ウ
の

価
格
を
引
き
上
げ
る
」
方
針
の
よ
う
だ
。

利
潤
源
が
使
え
な
い
ジ
レ
ン
マ

プ
レ
ミ
ア
ム
ワ
イ
ン
志
向
か
テ
ー
ブ
ル

ワ
イ
ン
か
。
質
問
へ
の
直
接
の
応
え
は
な

か
っ
た
。
森
常
務
「
値
上
げ
す
る
」。
長

期
的
な
経
営
戦
略
よ
り
も
、
目
下
の
「
賃

金
交
渉
」
で
頭
が
い
っ
ぱ
い
の
よ
う
だ
。

ワ
イ
ン
と
甘
味
果
実
酒
の
50
万
本
体
制

は
維
持
し
た
い
よ
う
で
あ
る
が
、
一
番
の

悩
み
は
甘
味
果
実
酒
（
原
料
は
デ
ラ
ウ
ェ

ア
）
の
減
少
に
あ
る
よ
う
だ
。
甘
味
果
実

酒
は
低
コ
ス
ト
（
デ
ラ
ウ
ェ
ア
は
１
㎏
１

０
０
円
）
な
の
で
利
幅
が
大
き
く
、
こ
の

利
潤
で
経
営
収
支
を
下
支
え
し
て
き
た

が
、
生
産
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
減

少
は
消
費
減
、
生
産
者
の
離
農
に
よ
る
原

料
調
達
難
が
要
因
だ
。

図
１
に
見
る
よ
う
に
、
出
雲
地
区
の
デ

ラ
ウ
ェ
ア
の
生
産
者
数
は
１
９
８
０
年
代

の
９
３
０
名
か
ら
、
２
０
１
９
年
に
は
２

９
０
名
に
減
っ
た
。
栽
培
面
積
も
、
３
０

７
ha
か
ら
90​

ha
に
減
っ
た
。

一
方
、
ワ
イ
ン
部
門
は
原
料
価
格
の
上

昇
で
“
利
潤
圧
搾
”
が
起
き
て
い
る
。
従

来
な
ら
、
甘
味
果
実
酒
の
利
益
で
ワ
イ
ン

部
門
を
カ
バ
ー
し
て
き
た
が
、
そ
れ
が
で

き
な
く
な
っ
て
き
た
。
利
潤
源
の
甘
味
果

実
酒
の
減
少
が
、
ワ
イ
ン
部
門
の
経
営
問

題
の
難
し
さ
を
表
面
化
さ
せ
て
い
る
。

大
手
の
サ
ン
ト
リ
ー
や
メ
ル
シ
ャ
ン
の

場
合
、
低
コ
ス
ト
の
輸
入
濃
縮
果
汁
で
造

る
「
国
産
ワ
イ
ン
」
で
利
潤
を
上
げ
、
高

コ
ス
ト
の
日
本
ワ
イ
ン
を
下
支
え
し
て
い

る
が
、
農
協
系
の
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
場

合
、
農
協
が
「
輸
入
農
産
物
阻
止
」
の
看

板
を
掲
げ
て
い
る
の
で
、
安
い
輸
入
果
汁

を
使
え
な
い
。
代
わ
り
に
甘
味
果
実
酒
を

利
潤
源
と
し
て
き
た
が
、
生
産
者
の
離
農

が
増
え
、
そ
の
道
が
次
第
に
小
さ
く
な
っ

て
き
た
の
で
あ
る
。
農
協
系
で
あ
る
が
故

に
、
経
営
継
続
に
苦
し
ん
で
い
る
。

島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
「
日
本
ワ
イ
ン
」

を
増
や
す
こ
と
が
唯
一
の
成
長
戦
略
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
“
原
料
ブ
ド
ウ
対
策
”

が
最
大
の
課
題
で
あ
る
。
原
料
ブ
ド
ウ
の

調
達
を
確
か
な
も
の
に
す
る
に
は
ブ
ド
ウ

が
長
野
や
山
形
と
同
じ
奥
出
雲
に
横
田

ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
を
開
園
し
た
。
冷
涼
な
気

候
で
、
昼
夜
の
寒
暖
差
も
10
℃
以
上
と
大

き
い
（
表
１
参
照
）。

降
水
量
の
多
い
地
域
で
あ
る
の
で
、
ブ

ド
ウ
が
雨
に
当
た
ら
な
い
よ
う
、“
雨
除

け
栽
培
”
を
採
用
し
、
ブ
ド
ウ
の
病
害
の

発
生
を
防
い
で
い
る
。
ま
た
、
水
は
け
を

よ
く
す
る
た
め
、畝
間
に
暗
渠
を
設
置
し
、

素
早
く
排
水
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い

る
。
こ
の
よ
う
に
、
資
本
と
技
術
で
自
然

島
根
県
は
本
州
西
部
に
位
置
し
、
島
根

ワ
イ
ナ
リ
ー
も
温
暖
化
の
影
響
を
強
く
受

け
や
す
い
。
20
年
前
か
ら
、
温
暖
化
対
策

も
取
り
組
ん
で
き
た
。

第
１
に
横
田
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
開
園
（
２

０
０
８
年
）。
そ
れ
ま
で
は
、
自
社
畑
も

契
約
栽
培
も
す
べ
て
県
内
の
平
地
で
あ

り
、
特
に
欧
州
系
の
ブ
ド
ウ
に
関
し
て
は

高
品
質
の
ブ
ド
ウ
が
収
穫
で
き
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
県
内
各
地
の
立
地
や
気
象

条
件
を
調
べ
上
げ
、
標
高
が
高
く
、
気
温

4

温
暖
化
対
策

―
―
人
材
こ
そ
競
争
力
の
源
泉

価
格
を
上
げ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

生
産
者
の
利
益
を
高
め
る
以
外
に
選
択
の

道
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ブ
ド
ウ
生
産

者
と
の
共
存
共
栄
こ
そ
、
生
き
残
り
の
道

で
あ
る
。

原
料
の
ブ
ド
ウ
価
格
は
上
げ
ざ
る
を
得

な
い
（
生
産
者
対
策
）。
す
る
と
利
潤
圧

搾
が
起
き
る
が
、
そ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
利

潤
源
（
甘
味
果
実
酒
の
生
産
拡
大
）
が
確

保
で
き
な
い
。
農
協
系
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
ジ

レ
ン
マ
に
直
面
し
て
い
る
。

生
産
者
の
栽
培
管
理
技
術
を
高
め
、
よ

り
高
品
質
な
ブ
ド
ウ
を
供
給
し
、
よ
り
美

味
し
い
ワ
イ
ン
を
生
産
、
値
上
げ
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
解
決
策
で
あ
ろ
う
。

売
店
・
レ
ス
ト
ラ
ン
来
訪
者
70
万
人

島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
出
雲
大
社
の
恩

恵
を
受
け
て
い
る
。
同
社
は
ワ
イ
ン
生
産

の
ほ
か
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
売
店
、
レ
ス
ト

ラ
ン
を
併
設
し
て
い
る
。
売
店
の
売
上
げ

は
７
億
５
０
０
０
万
円
、
レ
ス
ト
ラ
ン
売

上
げ
は
２
億
円
で
あ
る
。
訪
問
客
は
年
間

70
万
人
に
上
る
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
と
し
て
は

来
訪
者
が
全
国
で
も
一
番
多
い
の
で
は
な

い
か
。
近
く
の
出
雲
大
社
に
は
年
間
６
０

０
万
人
の
参
拝
者
が
詣
で
る
。
そ
の
一
部

が
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
訪
れ
る
か
ら
で
あ

る
。ワ

イ
ン
販
売
も
、
売
店
２
億
円
、
酒
屋

向
け
１
億
５
０
０
０
万
円
で
あ
る
。
数
量

ベ
ー
ス
で
半
々
か
（
酒
屋
卸
は
７
掛
け
）。

つ
ま
り
、約
15
万
本
が
売
店
販
売
で
あ
る
。

訪
問
者
の
多
さ
が
売
店
販
売
に
結
び
付
い

て
い
る
。
ワ
イ
ナ
リ
ー
も
出
雲
大
社
の
お

陰
が
大
き
い
。

戸、ha
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図１：出雲地区のデラウェア生産推移

出所：出雲市役所農業振興課調べ
　　　（JAしまね出雲ぶどう部会資料）。
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農業は先進国型産業になった！
日本ワイン比較優位産業論　現地ルポ　第15 回
条件不利乗り越え金賞ワイン 技術は自然に代替する35

条
件
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
克
服
し
て
い
る
。

現
在
、
横
田
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
で
は
、
カ

ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
、
シ
ャ
ル
ド

ネ
な
ど
欧
州
系
品
種
を
栽
培
し
て
い
る

（
54
ａ
）。
18
年
に
増
反
し
、
20
年
か
ら
は

メ
ル
ロ
ー
も
収
穫
す
る
。
果
実
の
香
味
を

保
持
す
る
た
め
“
ナ
イ
ト
ハ
ー
ベ
ス
ト
”

（
夜
収
穫
、午
前
２
時
～
６
時
）
を
行
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
の
ブ
ド
ウ
で
造
る
ワ
イ
ン

は
、
先
述
し
た
よ
う
に
同
社
の
フ
ラ
ッ
グ

シ
ッ
プ
ワ
イ
ン
と
し
て
、
高
価
格
で
販
売

さ
れ
て
い
る
。

新
品
種
ビ
ジ
ュ
ノ
ワ
ー
ル
の
導
入

第
２
に
、
新
品
種
の
導
入
。
赤
ワ
イ
ン

用
ブ
ド
ウ
と
し
て
、
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ベ
ー

リ
ー
Ａ
を
栽
培
し
て
き
た
が
、
平
野
部
で

は
温
暖
化
に
伴
い
、
赤
色
の
着
色
が
悪
く

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
山
梨
県
果
樹
試
験
場

が
開
発
し
た
新
品
種
「
ビ
ジ
ュ
ノ
ワ
ー

ル
」（
06
年
正
式
に
品
種
登
録
）
を
導
入

し
た
（
注
：
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
03
年
か

ら
試
験
醸
造
に
協
力
し
て
き
た
）。
た
だ

し
、
ブ
ド
ウ
全
体
が
不
足
し
て
い
る
状
況

で
あ
り
（
特
に
日
本
固
有
種
）、
ま
た
ビ

ジ
ュ
ノ
ワ
ー
ル
は
収
穫
時
期
が
お
盆
前
後

に
な
る
た
め
、
農
家
か
ら
不
満
の
声
が
あ

り
、
ベ
ー
リ
ー
Ａ
の
生
産
者
に
改
植
を
勧

め
る
の
で
は
な
く
、
新
規
の
生
産
者
に
ビ

ジ
ュ
ノ
ワ
ー
ル
を
栽
培
し
て
も
ら
っ
て
い

る
よ
う
だ
（
現
在
４
名
、
50
ａ
）。

第
３
に
、
栽
培
管
理
の
精
密
化
。
赤
の

着
色
不
足
に
は
、
窒
素
管
理
（
少
な
く
）、

収
量
管
理
（
少
な
く
）、摘
房
の
時
期
（
的

確
に
分
析
し
集
中
的
に
）
に
注
意
し
て
い

る
。
摘
房
の
時
期
の
判
断
は
早
め
か
遅
め

か
を
見
極
め
る
の
が
難
し
い
と
い
う
。

今
後
は
栽
培
の
技
術
進
歩
も
あ
る
。
例

え
ば
山
梨
大
学
で
は
、生
育
（
特
に
開
花
）

ス
テ
ー
ジ
を
人
為
的
に
遅
ら
せ
て
、
収
穫

を
涼
し
い
時
期
に
行
な
う
研
究
も
進
め
て

い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
高
品
質
の
ブ
ド
ウ
を

求
め
て
、
様
々
な
研
究
開
発
努
力
が
な
さ

れ
て
い
る
。
醸
造
段
階
で
も
、
島
根
ワ
イ

ナ
リ
ー
は
改
善
の
余
地
が
あ
り
そ
う
だ
。

清
酒
酵
母
仕
込
み
ワ
イ
ン
も
、
人
工
酵
母

で
あ
る
が
、
思
い
通
り
の
結
果
が
得
ら
れ

て
い
な
い
よ
う
だ
。
狙
っ
た
香
り
が
出
な

い
等
々
、
試
行
錯
誤
が
続
い
て
き
た
。
最

近
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
技
術
者
Ｏ
Ｂ
が
顧
問

に
な
っ
て
指
導
し
て
い
る
の
で
、
よ
う
や

く
狙
っ
た
も
の
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
。
甘
味
果
実
酒
な
ら
甘
み
が
出
れ

ば
よ
か
っ
た
が
、
ワ
イ
ン
は
香
り
が
重
要

だ
。
ま
だ
経
験
不
足
の
よ
う
だ
。

「
縁
結
甲
州
２
０
１
８
」
は
栽
培
管
理
技

術
に
よ
っ
て
金
賞
を
取
っ
た
。
生
産
者
の

技
術
が
上
が
れ
ば
高
級
ワ
イ
ン
が
増
え

る
。
人
材
こ
そ
競
争
力
の
源
泉
で
あ
る
。

島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
栽
培
も
醸
造
も
技
術

進
歩
の
余
地
が
大
き
く
、
今
後
も
っ
と
美

味
し
い
ワ
イ
ン
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
が

あ
る
。
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